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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

第１四半期
連結累計期間

第61期
第１四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 2023年３月１日
至 2023年５月31日

自 2024年３月１日
至 2024年５月31日

自 2023年３月１日
至 2024年２月29日

売上高 （百万円） 49,786 54,720 207,009

経常利益 （百万円） 2,416 2,378 6,824

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益

（百万円） 1,494 1,494 4,273

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,494 2,418 4,782

純資産額 （百万円） 51,813 55,935 54,309

総資産額 （百万円） 94,802 112,567 101,960

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 85.60 85.59 244.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.6 48.6 52.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式を期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております。

 

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容の変更は以下の

とおりであります。

　また、主要な関係会社の異動はありません。

 

（食品関連事業）

　当第１四半期連結会計期間において、わらべやデリカ株式会社は、株式会社ヒガシヤデリカよりコンビニエンススト

ア向け調理麺群、焼きたてパン群などの製造・販売の事業を譲受いたしました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などにより緩やかに回復しているもの

の、実質賃金は物価の上昇により継続して減少しており、個人消費の持ち直しには足踏みが見られます。また、長

期化する不安定な世界情勢、金融資本市場の変動リスクなどもあり、先行き不透明な状況が続いています。

　食品業界では、原材料価格や労働コストの上昇に伴う商品価格の値上げが継続するなかで、消費者の多様化する

ニーズへの対応が求められています。

　このような状況下、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は、主力事業である食品関連事業で国内

外の新工場が寄与したことにより、547億２千万円（前年同期比49億３千３百万円、9.9％増）となりました。

　利益面では、３月に稼働を開始した入間工場の初期赤字などにより、営業利益は22億１千９百万円（前年同期比

１億５千万円、6.3％減）、経常利益は23億７千８百万円（前年同期比３千７百万円、1.6％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は14億９千４百万円（前年同期比０百万円、0.0％減）となりました。

　セグメントごとの事業概況は、以下のとおりです。

 

［食品関連事業］

　売上高は、国内外の新工場が寄与したことにより、488億４百万円（前年同期比50億２千７百万円、11.5％増）

となりました。一方、営業利益は、海外事業が好調に推移したものの、入間工場の初期赤字などにより、21億８千

５百万円（前年同期比１億１千５百万円、5.0％減）となりました。

 

［食材関連事業］

　おにぎり具材などの取扱高が増加したことにより、売上高は27億１千９百万円（前年同期比２千４百万円、

0.9％増）、営業利益は５千９百万円（前年同期比７百万円、14.8％増）となりました。

 

［物流関連事業］

　共同配送事業の取扱高が減少したことにより、売上高は31億９千６百万円（前年同期比７千４百万円、2.3％

減）、営業利益は２億６百万円（前年同期比１千万円、5.0％減）となりました。
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②財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べて106億７百万円増加し、1,125億６千７

百万円となりました。これは、有形固定資産および売掛金が増加したことによるものです。

　負債は前連結会計年度末に比べて89億８千万円増加し、566億３千１百万円となりました。これは、長期借入

金、支払手形及び買掛金およびリース債務が増加したことによるものです。

　純資産は前連結会計年度末に比べて16億２千６百万円増加し、559億３千５百万円となりました。これは、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金支払いの差引により利益剰余金が増加したことに加え、為替換算調

整勘定が増加したことによるものです。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありま

せん。

 

（３）優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上および財務上の課題に重要な変更お

よび新たに生じた課題はありません。

 

（４）会計上の見積りおよび当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」

中の会計上の見積りおよび当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当社グループは、多様化する消費者ニーズの変化にスピーディーに対応した値ごろ感のある高品質の商品を提供でき

るよう、原材料から最終商品までのトータル的な商品開発を積極的に行い、食品としての「美味しさ」「安全性」につ

いて、日々研究に努めております。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 55,000,000

計 55,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2024年５月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年７月10日）

上場金融商品取引所
名または登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 17,625,660 17,625,660
東京証券取引所
プライム市場

・完全議決権株式であり、
　権利内容に何ら限定の
　ない当社における標準
　となる株式
・単元株式数　100株

計 17,625,660 17,625,660 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年５月31日 － 17,625 － 8,049 － 8,143

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2024年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

    2024年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 12,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,588,800 175,888 －

単元未満株式 普通株式 24,860 － －

発行済株式総数  17,625,660 － －

総株主の議決権  － 175,888 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式200株（議決権２個）が

含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式149,400株

（議決権1,494個）が含まれております。

３．「単元未満株式」の欄の普通株式には、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式75株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

    2024年２月29日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
わらべや日洋ホールディ
ングス株式会社

東京都新宿区富久町
13-19

12,000 － 12,000 0.07

計 － 12,000 － 12,000 0.07

（注）上記のほか、「役員報酬ＢＩＰ信託」導入に伴い設定された役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式149,475株

を四半期連結貸借対照表上、自己株式として処理しております。

 

２ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2024年３月１日から2024年

５月31日まで）および第１四半期連結累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,122 7,105

売掛金 17,113 19,576

商品及び製品 1,805 1,965

原材料及び貯蔵品 1,962 2,265

その他 2,302 3,193

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 31,306 34,105

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 66,357 68,574

減価償却累計額 △35,413 △36,208

建物及び構築物（純額） 30,943 32,366

機械装置及び運搬具 21,363 24,071

減価償却累計額 △16,044 △16,499

機械装置及び運搬具（純額） 5,319 7,571

土地 12,814 13,231

建設仮勘定 2,925 4,063

その他 14,949 15,876

減価償却累計額 △6,320 △6,092

その他（純額） 8,628 9,783

有形固定資産合計 60,632 67,015

無形固定資産   

その他 847 2,150

無形固定資産合計 847 2,150

投資その他の資産   

その他 9,287 9,407

貸倒引当金 △114 △112

投資その他の資産合計 9,173 9,295

固定資産合計 70,653 78,461

資産合計 101,960 112,567
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,730 10,262

１年内返済予定の長期借入金 768 913

未払金 7,875 7,211

未払法人税等 487 919

賞与引当金 1,347 2,112

役員賞与引当金 － 38

その他 2,916 3,522

流動負債合計 22,126 24,980

固定負債   

長期借入金 11,037 15,939

リース債務 8,161 9,234

退職給付に係る負債 4,075 4,121

役員株式給付引当金 270 278

資産除去債務 1,582 1,626

その他 397 450

固定負債合計 25,524 31,650

負債合計 47,650 56,631

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,049 8,049

資本剰余金 8,100 8,100

利益剰余金 35,519 36,221

自己株式 △335 △335

株主資本合計 51,333 52,036

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 291 247

繰延ヘッジ損益 5 6

為替換算調整勘定 1,589 2,357

退職給付に係る調整累計額 80 104

その他の包括利益累計額合計 1,966 2,715

非支配株主持分 1,008 1,184

純資産合計 54,309 55,935

負債純資産合計 101,960 112,567
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年３月１日
　至　2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年５月31日)

売上高 49,786 54,720

売上原価 40,027 44,377

売上総利益 9,759 10,342

販売費及び一般管理費 7,389 8,123

営業利益 2,369 2,219

営業外収益   

受取利息 5 3

受取配当金 2 138

受取賃貸料 57 53

為替差益 33 38

持分法による投資利益 16 19

その他 42 35

営業外収益合計 158 289

営業外費用   

支払利息 32 77

固定資産除却損 12 2

賃貸収入原価 42 45

その他 23 4

営業外費用合計 111 129

経常利益 2,416 2,378

特別損失   

減損損失 112 54

特別損失合計 112 54

税金等調整前四半期純利益 2,303 2,324

法人税、住民税及び事業税 681 973

法人税等調整額 94 △248

法人税等合計 776 724

四半期純利益 1,527 1,600

非支配株主に帰属する四半期純利益 32 105

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,494 1,494
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年３月１日
　至　2023年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年５月31日)

四半期純利益 1,527 1,600

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17 △44

繰延ヘッジ損益 9 1

為替換算調整勘定 △64 757

退職給付に係る調整額 8 23

持分法適用会社に対する持分相当額 31 80

その他の包括利益合計 △32 818

四半期包括利益 1,494 2,418

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,455 2,243

非支配株主に係る四半期包括利益 38 175
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2023年３月１日
至　2023年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日
至　2024年５月31日）

減価償却費 1,120百万円 1,645百万円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月25日
定時株主総会

普通株式 1,144 65.0 2023年２月28日 2023年５月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式（2023年２月28日基準日　149,475株）に対する

配当金９百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月23日
定時株主総会

普通株式 792 45.0 2024年２月29日 2024年５月24日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式（2024年２月29日基準日　149,475株）に対する

配当金６百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額　

（注３） 
食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

計

売上高         

外部顧客に対する
売上高

43,777 2,694 3,271 49,743 43 49,786 － 49,786

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 80 1,277 1,358 － 1,358 △1,358 －

計 43,777 2,775 4,549 51,102 43 51,145 △1,358 49,786

セグメント利益又
は損失（△）

2,300 52 216 2,569 △12 2,557 △188 2,369

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品製造設備関連事業を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△188百万円には、セグメント間取引消去△18百万円および報告セグメン

トに配分していない全社費用△169百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額　

（注２） 
食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

計

売上高       

外部顧客に対する
売上高

48,804 2,719 3,196 54,720 － 54,720

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 96 1,442 1,538 △1,538 －

計 48,804 2,815 4,638 56,258 △1,538 54,720

セグメント利益 2,185 59 206 2,451 △232 2,219

（注）１．セグメント利益の調整額△232百万円には、セグメント間取引消去59百万円および報告セグメントに配分し

ていない全社費用△291百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第１四半期連結累計期間において「その他」に含まれていた食品製造設備関連事業について、当該事業から撤退

したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より「その他」の区分を廃止しております。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（企業結合等関係）

取得による企業結合

（事業の譲受）

　当社は、連結子会社であるわらべやデリカ株式会社（以下、わらべやデリカ）が、株式会社ヒガシヤデリカ（以

下、ヒガシヤデリカ）との間で、ヒガシヤデリカの食品製造事業を譲り受けることを内容とする基本合意書を2022

年10月７日に締結しておりましたが、当該事業譲受が2024年３月31日に完了いたしました。これにより、当該事業

とともに、ヒガシヤデリカが事業の拠点の一つとして使用していた北関東工場の建物および工場設備等を譲り受け

ております。

　なお、北関東工場の土地についても、わらべやデリカと、ヒガシヤデリカの完全親会社であるヱスビー食品株式

会社の完全子会社であるエスビーガーリック食品株式会社との間で不動産売買契約書を2024年２月22日に締結して

おり、2024年３月31日に取得が完了しております。

当該事業譲受と当該土地の取得を合わせて、一体の事業譲受取引として扱っております。

 

１．事業譲受の概要

（１）事業譲受の相手先の名称および取得した事業の内容

　相手先の名称　株式会社ヒガシヤデリカ

　事業の内容　　商品を製造し、セブン－イレブン店へ供給する取引に係る事業

（２）事業譲受の理由

　当社は、当社グループを取り巻く外部環境の変化に対応し、持続的な成長を実現していくため、主力事業である

国内食品関連事業において、生産体制の再構築や成長性のある新カテゴリーへの参入を主要施策として取り組んで

まいりました。また、同事業の売上ポートフォリオの見直しにつきましても、課題の一つとして検討してまいりま

した。

　このたび、上記の取り組みの一環として、首都圏における麺カテゴリーおよびパンカテゴリーなどの事業への参

入を図るため、本事業譲受を実施いたしました。

（３）事業譲受時期

　2024年３月31日

（４）事業譲受の法的形式

　現金を対価とする事業譲受

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

　　2024年３月31日から2024年５月31日まで

 

３．事業の取得原価および対価の種類ごとの内訳

　取得の対価　　  現金　　  2,737百万円

　取得原価　　　　     　　　2,737百万円

　なお、上記の取得原価には、北関東工場の土地の取得原価も含めております。

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

（１）発生したのれんの金額

　455百万円

（２）発生原因

　主に、今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものです。

（３）償却方法および償却期間

　８年間にわたる均等償却

EDINET提出書類

わらべや日洋ホールディングス株式会社(E00496)

四半期報告書

14/19



（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年５月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

計

日本 40,704 2,694 3,271 46,671 43 46,714

米国 3,047 － － 3,047 － 3,047

その他 24 － － 24 － 24

顧客との契約から生じる収益 43,777 2,694 3,271 49,743 43 49,786

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 43,777 2,694 3,271 49,743 43 49,786

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品製造設備関連事業を含んでおりま

す。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年５月31日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
食品関連
事　　業

食材関連
事　　業

物流関連
事　　業

日本 42,045 2,719 3,196 47,962

米国 6,758 － － 6,758

顧客との契約から生じる収益 48,804 2,719 3,196 54,720

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 48,804 2,719 3,196 54,720

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第１四半期連結累計期間において「その他」に含まれていた食品製造設備関連事業について、当該事業から撤

退したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より「その他」の区分を廃止しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2023年３月１日

至　2023年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年３月１日
至　2024年５月31日）

１株当たり四半期純利益 85円60銭 85円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 1,494 1,494

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,494 1,494

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,464 17,464

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．普通株式の期中平均株式数について、その計算において控除する自己株式に役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当

社株式を含めております。なお、当該信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期

間において149,475株、当第１四半期連結累計期間において149,475株であります。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年７月10日

わらべや日洋ホールディングス株式会社

 取　締　役　会　　御　中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　　藤　　　重　　義

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鶴　　田　　　純　一　郎

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているわらべや日洋

ホールディングス株式会社の2024年３月１日から2025年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年

３月１日から2024年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2024年３月１日から2024年５月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、わらべや日洋ホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年５月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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